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【
論
文
要
旨
】

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
は
明
治
二
十
八
年
六
月
、
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
発
表
さ
れ
た

小
説
で
、
九
年
前
に
出
会
っ
た
二
人
の
男
女
が
、
既
婚
の
貴
婦
人
と
そ
の
担
当
医
と

し
て
再
会
し
、
同
じ
日
に
死
ぬ
ま
で
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。
本
作
に
対
す
る
同
時

代
評
は
賛
否
両
論
で
、
と
り
わ
け
そ
の
奇
抜
な
結
構
や
独
特
の
テ
ー
マ
に
は
多
く
の

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
関
係
で
読
ま
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
本
作
で
あ
る
が
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
も
、
職
業
や
高
峰
と
の
関
係
な
ど

が
設
定
さ
れ
、
小
石
川
の
植
物
園
で
佳
人
に
心
惹
か
れ
、
九
年
後
に
同
じ
女
性
と
の

再
会
を
果
た
す
と
い
う
体
験
を
高
峰
と
共
有
し
て
い
る
一
人
の
登
場
人
物
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
恋
愛
の
物
語
が
、
「
予
」
の
多
分
に
主
観

を
含
む
語
り
に
よ
っ
て
読
ま
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
「
予
」
と

高
峰
の
職
業
、
貴
船
夫
人
の
女
性
と
い
う
立
場
に
つ
い
て
考
え
、
彼
ら
が
社
会
か
ら

与
え
ら
れ
た
役
割
（
＝
〈
職
掌
〉
）
と
言
う
観
点
か
ら
「
外
科
室
」
を
読
み
直
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

登
場
人
物
の
〈
職
掌
〉
を
通
す
と
、
こ
れ
ま
で
本
作
で
読
ま
れ
て
き
た
〈
純
愛
〉

と
い
う
テ
ー
マ
は
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
間
に
で
は
な
く
、
「
予
」
と
貴
船
夫
人
の

間
に
こ
そ
存
在
す
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

泉
鏡
花
、
外
科
室
、
観
察
、
解
釈
、
職
掌

は
じ
め
に

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
は
、
明
治
二
十
八
年
六
月
、
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
六
編
に
発

表
さ
れ
、
明
治
三
十
一
年
九
月
『
明
治
小
説
文
庫
』
に
収
録
さ
れ
た
。

「
外
科
室
」
（
以
下
、
本
作
と
す
る
）
は
、
九
年
前
に
出
会
っ
た
男
女
が
、
既
婚
の

貴
婦
人
と
そ
の
担
当
医
と
し
て
再
会
し
、
同
じ
日
に
死
ぬ
ま
で
を
描
い
た
物
語
で
あ

る
。
本
作
に
対
す
る
同
時
代
評
は
賛
否
両
論
で
、
と
り
わ
け
そ
の
奇
抜
な
結
構
や
独



――――

特
の
テ
ー
マ
に
は
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
「
泉
鏡
花
」
（
青
年
文
記
者
『
青
年
文
』
明
治
二
十
八
年
七
月
十
日
）

に
は
、「
『
外
科
室
』
趣
向
亦
奇
抜
、
殊
に
そ
の
末
句
（
中
略
）
の
一
語
、
何
等
峭
絶

の
語
ぞ
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
六
編
」
（
ほ
し
つ
く
よ
『
早
稲
田

文
学
』
明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
）
で
は
「
滔
々
た
る
世
の
凡
庸
小
説
と
全
く

別
な
る
方
面
に
立
ち
、
（
中
略
）
実
感
主
義
の
通
弊
を
脱
し
得
た
る
所
、
此
の
作
の

主
な
る
特
相
な
ら
ん
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
「
小
説
界
の
新
傾
向
」
（
無
署
名

『
帝
国
文
学
』
雑
報
、
明
治
二
十
八
年
八
月
十
日
）
に
は
「
鏡
花
子
は
よ
く
人
生
の

恨
事
を
知
れ
り
、
而
し
て
此
恨
事
が
常
軌
の
道
徳
を
以
て
抑
厭
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知

れ
り
、
人
間
の
胸
の
内
に
も
滂
湃
た
る
激
浪
の
や
ゝ
も
す
れ
は
、
理
性
を
溺
ら
せ
ん

と
す
る
を
知
れ
り
。
（
中
略
）
然
れ
ど
も
、
鏡
花
が
小
説
の
欠
点
は
其
結
構
の
奇
抜

に
過
く
る
と
其
人
物
の
稍
も
す
れ
は
不
自
然
な
ら
む
と
す
る
に
あ
り
。
」
と
の
批
判

も
あ
る
。

本
作
は
、
鏡
花
の
同
時
期
の
作
品
「
夜
行
巡
査
」
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
明
治
二
十
八

年
四
月
）
と
と
も
に
島
村
抱
月
と
坪
内
逍
遙
に
よ
り
〈
観
念
小
説
〉
と
分
類
さ
れ
る

よ
う
に
な
り

(

)

、
作
者
の
あ
る
思
想
を
社
会
に
示
す
思
想
的
作
品
と
し
て
の
一
面
は
評

価
さ
れ
た
。
し
か
し
〈
観
念
小
説
〉
群
は
、
徐
々
に
〈
観
念
〉
を
作
品
に
示
す
程
度

や
方
法
が
大
衆
の
好
奇
心
を
駆
り
立
て
る
た
め
の
材
料
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
「
泉
鏡
花
の
『
海
城
発
電
』
」
（
八
面
樓
主
人
『
国
民
之
友
』
明
治
二

十
九
年
一
月
）
な
ど
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
想
の
為
に
事
を
仮
設
し
た
に
す
ぎ

な
い
」
作
品
で
あ
る
と
ま
で
評
さ
れ
、
対
社
会
的
意
義
を
否
定
さ
れ
て
い
く
よ
う
に

な
る
。

今
日
に
至
る
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
主
に
、
鏡
花
が
『
太
陽
』
（
明
治
二
十
八
年

五
月
、
岩
波
書
店
）
に
発
表
し
た
「
愛
と
婚
姻
」
と
合
わ
せ
て
、
婚
姻
と
い
う
社
会

原
理
に
対
す
る
〈
純
愛
〉
の
挑
戦
と
い
う
「
愛
の
主
張
」
（
村
松
定
孝
「
作
品
解
題
」

『
鏡
花
全
集

別
巻
』
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
の
物
語
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た
。
純

愛
の
挑
戦
の
矛
先
を
、
松
村
友
視
の
言
う
よ
う
な
「
社
会
原
理
」
で
あ
る
と
読
む

(

)

か
、

塚
越
和
夫
の
い
う
よ
う
に
、
「
宗
教
家
」
で
あ
る
と
読
む

(

)

の
か
と
い
っ
た
多
少
の
違

い
は
あ
れ
ど
も
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
が
九
年
前
の
邂
逅
を
経
て
同
じ
日
に
死
ぬ
と
い

う
筋
か
ら
、
恋
愛
至
上
主
義
や
芸
術
至
上
主
義
と
い
っ
た
「
鏡
花
固
有
の
ロ
マ
ン
」

を
見
出
す
読
み
が
主
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

近
年
の
研
究
に
は
、
本
作
を
鈴
木
啓
子

(

)

や
藤
村
猛

(

)

の
、
本
作
の
主
題
を
社
会
原
理

と
純
愛
の
対
立
で
は
な
く
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
恋
愛
に
お
け
る
〈
相
克
〉
で
あ
る

と
す
る
読
み
や
、
〈
母
〉
や
〈
分
身
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
高
峰
を
鏡
花
自
身
、
貴

船
夫
人
を
鏡
花
の
母
す
ず
の
分
身
で
あ
る
と
し
、
「
自
己
と
母
の
分
身
を
作
品
の
な

か
で
一
緒
に
葬
」
る
こ
と
で
自
己
回
復
を
図
っ
た
物
語
で
あ
る
と
す
る
日
置
俊
次

(

)

の

読
み
な
ど
も
あ
る
。

本
作
の
考
察
の
観
点
は
様
々
で
枚
挙
に
遑
が
無
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
が

共
通
し
て
、
二
人
の
男
女
の
一
瞬
の
邂
逅
を
描
い
た
〈
下
〉
か
ら
九
年
後
の
再
会
の

場
面
で
あ
る
〈
上
〉
ま
で
の
空
白
の
九
年
間
を
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
相
思
相
愛

の
恋
愛
関
係
す
な
わ
ち
〈
純
愛
〉
に
焦
点
を
当
て
て
埋
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
も
ま
た
、
〈
純
愛
〉
の
物
語
の
主
役
と
し
て
読

ま
れ
て
き
た
高
峰
と
同
一
日
に
小
石
川
の
植
物
園
で
貴
船
夫
人
の
美
に
心
打
た
れ
、

九
年
後
に
ま
た
高
峰
と
同
じ
日
に
外
科
室
で
夫
人
と
再
会
を
果
た
し
て
い
る
人
物
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
「
予
」
は
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
死
を
見
届
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け
そ
れ
を
物
語
る
語
り
手
と
し
て
読
者
の
背
後
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
「
予
」
に
は
「
画
師
」
と
い
う
職
業
や
高
峰
と
「
兄
弟
も
た
だ
な
ら
ざ
る
」

仲
で
あ
る
こ
と
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
語
り
は
多
分
に
「
予
」
の
主
観

を
含
む
も
の
で
あ
る
。

実
は
好
奇
心
の
故
に
、
然
れ
ど
も
予
は
予
が
画
師
た
る
を
利
器
と
し
て
、
兎

も
角
も
口
実
を
設
け
つ
ゝ
、
予
と
兄
弟
も
た
ゞ
な
ら
ざ
る
医
学
士
高
峰
を
強
ひ

て
、
某
の
日
東
京
府
下
の
一
病
院
に
於
て
、
渠
が
刀
を
下
す
べ
き
、
貴
船
伯
爵

夫
人
の
手
術
を
ば
予
を
し
て
見
せ
し
む
る
こ
と
を
余
儀
な
く
し
た
り
。
（
傍
線

引
用
者
、
以
下
同
）

冒
頭
を
引
用
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
語
り
に
「
予
が
」
や
「
予
は
」

と
い
っ
た
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
同
時
期
の
「
夜
行
巡
査
」、
「
義
血
侠
血
」
（
『
読
売

新
聞
』
明
治
二
十
七
年
十
一
月
）
、「
琵
琶
伝
」（
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
九
年
一
月
）

の
語
り
と
は
や
や
異
質
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
語
り
手
の
職
業
や
登
場

人
物
と
の
関
係
な
ど
も
明
か
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「
外
科
室
」
に
お
い
て
の
語
り

手
の
異
質
さ
は
注
目
に
値
す
る
。

「
予
」
を
単
な
る
語
り
手
と
し
て
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
登
場
人
物
で
あ
る
と
し

て
考
察
す
る
と
き
、
本
作
は
こ
れ
ま
で
読
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
高
峰
と
貴
船
夫
人
と

の
相
思
相
愛
の
物
語
と
は
違
っ
た
一
面
を
表
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
の
設
定
に
注
目
し
、
「
外
科
室
」
を
読
み
直
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

一
、
「
予
」
と
高
峰

ま
ず
、
「
予
」
の
画
師
と
い
う
職
業
と
、
高
峰
の
医
師
と
い
う
職
業
の
同
時
代
性

を
探
り
た
い
。
二
人
は
職
業
と
い
う
点
で
比
べ
て
み
る
と
〈
観
察
者
〉
と
い
う
共
通

し
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
画
師
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
。
峯
村
至
津
子
は
、
本
作
の
初
出
誌

で
あ
る
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
八
年
の
発
刊
以
来
同
年
八
月
の
第

八
編
ま
で
第
七
編
を
除
く
す
べ
て
に
画
家
が
登
場
す
る
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
を
指
摘
し
て
い
る

(

)

。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
文
壇
に
お
け
る
画
家
へ
の
関
心

は
、
歴
史
的
事
項
を
考
え
る
と
明
治
二
十
一
年
の
東
京
美
術
学
校
の
創
立
と
も
関
係

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
予
」
が
東
京
美
術
学
校
で
美
術
を
学
ん
で
い
た
と

こ
こ
で
言
い
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
時
代
に
画
家
に
な
ろ
う
と
し
た
者
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
絵
を
学
ん
だ
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
「
画
師
」
た
る
「
予
」
が
持
つ

で
あ
ろ
う
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
一
助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

東
京
美
術
学
校
は
、『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

東
京
美
術
学
校
篇

(

)

』
に
よ
る
と
、

明
治
維
新
以
来
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
天
心
に
よ
る
大
々
的
な
美
術
振
興
運
動
を
き

っ
か
け
と
し
明
治
二
十
年
十
月
四
日
に
文
部
省
直
轄
と
し
て
設
立
さ
れ
た
美
術
学
校

で
あ
る
。
以
下
に
こ
こ
で
の
全
課
程
の
う
ち
最
初
の
二
年
間
の
基
礎
教
育
の
内
容
に

つ
い
て
書
か
れ
た
文
書
を
引
用
す
る
。

具
象
形
体
を
対
象
と
し
（
自
然
形
体
の
研
究
）
、
花
弁
よ
り
始
め
て
山
水
、

動
物
、
人
物
の
順
に
写
生
の
練
習
を
す
る
。
（
中
略
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
は
生
徒

が
こ
れ
を
修
了
し
た
な
ら
ば
美
術
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
や
問
題
に
精
通
す
る
こ
と
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に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
観
測
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
専
門
課
程
に
進
む
前
に
修
得
す
べ
き
も
の
と
し
て
写
生
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
学
生
は
屋
外
に
写
生
に
赴
く
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
画
を

描
く
人
（
＝
画
師
）
の
基
礎
と
な
る
の
は
対
象
の
あ
り
の
ま
ま
を
観
察
す
る
客
観
的

描
写
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
医
師
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
。
河
内
重
雄

(

)

は
、
当
時
の
医
学
生
が
手

術
室
で
手
術
台
を
取
り
囲
み
、
外
科
手
術
を
〈
観
察
〉
し
て
い
た
と
い
う
日
常
を
、

長
尾
折
三
編
『
日
本
外
科
全
書
』
（
大
正
三
年
十
二
月
、
吐
鳳
堂
書
店
）
か
ら
解
き

明
か
し
て
い
る
。
医
学
の
基
礎
に
、
人
体
を
解
体
し
て
構
造
を
観
察
記
述
す
る
解
剖

学
が
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

こ
の
こ
と
は
、
医
科
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
高
峰
に
も
「
予
」
と
同
じ
〈
観
察
者
〉

と
い
う
性
質
を
読
み
取
る
根
拠
と
な
り
得
、
ま
た
〈
上
〉
の
舞
台
で
あ
る
「
外
科
室
」

と
い
う
場
所
そ
の
も
の
が
同
時
代
の
現
実
世
界
に
お
い
て
〈
観
察
〉
の
場
で
あ
っ
た

こ
と
も
示
す
だ
ろ
う
。

作
中
で
も
、
手
術
台
の
貴
船
夫
人
を
医
師
や
看
護
師
の
他
に
「
な
に
が
し
公
」
、

「
な
に
が
し
候
」
「
な
に
が
し
伯
」
と
い
っ
た
親
族
が
複
数
で
取
り
囲
ん
で
い
る
。
種

田
和
加
子
も
「
高
貴
な
夫
人
が
衆
人
監
視
の
な
か
で
手
術
を
う
け
る
」
と
い
う
状
況

を
「
露
骨
に
見
世
物
的
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る

(

)

が
、
作
中
の
手
術
室
は
そ
の
場

の
人
間
全
員
が
貴
船
夫
人
の
手
術
を
視
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
〈
観
察
〉
の
空

間
な
の
で
あ
る
。

〈
下
〉
の
舞
台
で
あ
る
「
小
石
川
植
物
園
」
も
、
本
作
の
発
表
当
時
〈
観
察
〉
の

場
で
あ
っ
た
。
大
場
秀
章

(

)

に
よ
る
と
小
石
川
植
物
園
の
前
身
は
徳
川
幕
府
の
薬
草
園

で
、
か
つ
て
は
幕
府
直
轄
の
も
の
で
あ
っ
た
が
明
治
十
年
の
東
京
大
学
設
立
と
同
時

に
大
学
附
置
の
植
物
園
と
な
り
、
一
般
へ
も
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
一
般
の
観
覧
客
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
本
来
の
目
的
は
研
究
の
た
め
に

様
々
な
植
物
を
収
集
、
栽
培
し
、〈
観
察
〉
す
る
事
で
あ
っ
た
。
〈
上
〉
の
舞
台
で
あ

る
外
科
手
術
室
と
同
じ
く
、
〈
下
〉
の
舞
台
で
あ
る
小
石
川
の
植
物
園
も
同
時
代
に

お
い
て
〈
観
察
〉
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
小
石
川
植
物
園
の
〈
観
察
〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
作
中
で
は
「
商
人
体

の
壮
者
」
が
貴
船
夫
人
や
他
の
女
性
を
観
察
す
る
〈
下
〉
に
現
れ
て
い
る
。
以
下
に

引
用
す
る
。

「
何
し
ろ
、
三
人
と
も
揃
つ
て
ら
あ
、
ど
れ
が
桃
や
ら
桜
や
ら
だ
。
」
／
「
一

人
は
丸
髷
ぢ
や
あ
な
い
か
。
」
／
「
何
の
道
は
や
御
相
談
に
な
る
ん
ぢ
ゃ
な
し
、

丸
髷
で
も
、
束
髪
で
も
、
乃
至
し
や
ぐ
ま
で
も
何
で
も
可
い
。
」
／
「
と
こ
ろ

で
と
、
あ
の
風
ぢ
や
あ
、
是
非
、
高
島
田
と
来
る
処
を
、
銀
杏
と
出
た
な
あ
ど

う
い
ふ
気
だ
ら
う
。
」
／
「
銀
杏
、
合
点
が
い
か
ぬ
か
い
。
」
／
「
え
ゝ
、
わ
り

い
洒
落
だ
。
」
／
「
何
で
も
、
貴
姑
方
が
お
忍
び
で
、
目
立
た
ぬ
や
う
に
と
い

ふ
肚
だ
。
ね
、
そ
れ
、
真
中
の
に
水
際
が
立
つ
て
た
ら
う
。
い
ま
一
人
が
影
武

者
と
い
ふ
の
だ
。
」
／
「
そ
こ
で
お
召
し
物
は
何
と
踏
ん
だ
。
」
／
「
藤
色
と
踏

ん
だ
よ
。
」

小
石
川
植
物
園
で
二
人
の
「
壮
者
」
は
、
貴
船
婦
人
を
は
じ
め
と
す
る
貴
人
の
一

行
、
特
に
女
性
ら
の
髪
型
や
服
装
な
ど
を
〈
観
察
〉
し
て
い
る
。
引
用
部
分
の
後
の

二
人
の
会
話
も
女
性
た
ち
の
「
歩
行
ぶ
り
」
、「
お
育
ち
柄
」
、「
着
物
」
や
「
羽
織
」、
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「
蝙
蝠
傘
」
を
〈
観
察
〉
し
、
あ
れ
こ
れ
話
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
峰

と
「
予
」
も
ま
た
「
傍
の
ベ
ン
チ
」
で
こ
の
「
壮
者
」
二
人
の
会
話
に
耳
を
そ
ば
だ

て
て
〈
観
察
〉
し
て
お
り
、
本
作
で
の
小
石
川
植
物
園
は
〈
観
察
〉
の
場
と
し
て
機

能
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
予
」
が
観
察
者
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
先
学
も
示
し
て
い
る
が
、
同
時
代
に
お

け
る
画
師
と
医
師
と
い
う
職
業
か
ら
「
予
」
と
高
峰
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
二
人
の

間
に
〈
観
察
者
〉
と
い
う
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

前
掲
の
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

東
京
美
術
学
校
篇
』
に
は
、
森

外
が
行
っ

た
「
美
術
解
剖
学
」
の
講
義
ノ
ー
ト
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
臓
器

が
模
写
さ
れ
て
い
る
。
「
予
」
と
高
峰
が
身
を
置
い
た
美
術
の
世
界
と
解
剖
学
（
＝

医
学
）
の
世
界
は
〈
観
察
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
結
び
付
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
、

〈
上
〉
と
〈
下
〉
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
の
同
時
代
性
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
「
外

科
室
」
の
構
造
は
、
〈
観
察
者
〉
で
あ
る
男
二
人
が
、
同
じ
日
に
〈
観
察
〉
の
場
所

「
小
石
川
の
植
物
園
」
で
一
人
の
女
性
に
出
会
い
、
九
年
後
ま
た
〈
観
察
〉
の
場
所

「
外
科
室
」
で
同
じ
日
に
同
じ
女
性
に
再
会
す
る
物
語
で
あ
る
と
整
理
で
き
る
。

小
説
に
お
け
る
語
り
手
は
、
物
語
世
界
で
起
こ
る
出
来
事
や
そ
こ
に
存
在
す
る
人

物
を
観
察
し
、
読
者
に
伝
え
る
。
本
作
中
で
も
読
者
は
、
「
フ
ロ
ツ
ク
コ
オ
ト
着
た

る
紳
士
」
「
制
服
着
け
た
る
武
官
」
と
い
っ
た
人
々
の
身
な
り
、「
な
に
が
し
公
と
、

な
に
が
し
候
と
、
な
に
が
し
伯
」
な
ど
と
い
う
爵
位
の
細
か
な
違
い
、
手
術
室
に
は

い
っ
て
か
ら
の
夫
人
や
高
峰
の
服
装
、
顔
色
、
表
情
な
ど
の
全
て
を
語
り
手
の
詳
細

な
〈
観
察
〉
を
通
し
て
読
む
こ
と
に
な
る
。
小
説
を
読
む
時
、
読
者
は
語
り
手
の
目

線
を
通
し
て
し
か
物
語
世
界
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
そ
の
性
質
を
考
え
る
と

「
予
」
の
画
師
と
い
う
設
定
は
、
そ
れ
が
持
つ
〈
観
察
者
〉
と
い
う
性
質
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
言
え
、
そ
れ
が
「
予
」
が
「
画
師
た
る
」
所
以
で
あ
る
と
も
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
物
語
る
「
予
」

「
外
科
室
」
が
画
師
で
あ
る
「
予
」
の
語
り
に
よ
っ
て
読
ま
さ・
れ・
る・
物
語
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
も
う
い
ち
ど
本
作
を
読
み
直
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
改
め
て
本
作
の
梗
概
を
簡
単
に
示
す
。
「
予
」
は
「
東
京
府
下
の
一
病
院
」

に
、
友
人
で
医
師
の
高
峰
が
執
刀
す
る
貴
船
伯
爵
夫
人
の
手
術
を「
好
奇
心
の
故
に
」

見
学
し
に
行
く
。
い
ざ
手
術
が
始
ま
ろ
う
か
と
言
う
と
き
に
、
貴
船
夫
人
は
「
譫
言
」

を
言
う
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
「
麻
酔
剤
」
は
飲
み
た
く
な
い
、
麻
酔
な
し
で
開
腹
し

て
く
れ
と
要
求
し
だ
す
。
周
囲
は
、
思
い
留
ま
る
よ
う
説
得
す
る
が
、
夫
人
の
決
意

は
変
わ
ら
ず
、
執
刀
医
で
あ
る
高
峰
は
つ
い
に
麻
酔
な
し
で
の
手
術
を
行
う
。
夫
人

は
手
術
が
原
因
で
息
絶
え
、
高
峰
も
「
同
一
日
」
後
を
追
う
よ
う
に
死
ん
だ
。
「
予
」

が
後
か
ら
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
語
ら
れ
て
い
る
現
在
の
九
年
前
、
医
学
生
で
あ

っ
た
高
峰
は
「
予
」
と
小
石
川
植
物
園
に
赴
い
た
際
に
九
年
前
の
貴
船
夫
人
に
出
会

い
、
そ
の
美
し
さ
に
魅
か
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
以
上
が
本
作
の
大
ま
か
な
筋
で

あ
る
。
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
一
瞬
の
邂
逅
か
ら
そ
の
後
二
人
の
再
会
と
死
ま
で
の

九
年
間
の
空
白
を
い
か
に
埋
め
る
か
が
考
察
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。

其
後
九
年
を
経
て
病
院
の
彼
の
こ
と
あ
り
し
ま
で
、
高
峰
は
彼
の
婦
人
の
こ

と
に
つ
き
て
、
予
に
す
ら
一
言
を
も
語
ら
ざ
り
し
か
ど
、
年
齢
に
於
て
も
、
地

位
に
於
て
も
、
高
峰
は
室
あ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
身
な
る
に
も
関
ら
ず
、
家
を

納
む
る
夫
人
な
く
、
し
か
も
渠
は
学
生
た
り
し
時
代
よ
り
品
行
一
層
謹
厳
に
て
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あ
り
し
な
り
。
予
は
多
く
を
言
は
ざ
る
べ
し
。

〈
下
〉
の
末
尾
で
「
予
」
は
こ
の
よ
う
に
語
る
こ
と
で
高
峰
と
夫
人
と
の
間
の
恋

愛
感
情
を
仄
め
か
し
、
〈
上
〉
で
の
劇
的
な
二
人
の
男
女
の
死
が
、
情
死
で
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
語
り
、
読
者
に
作
中
の
〈
上
〉
〈
下
〉
間
の
空
白
を
二
人
の
恋
愛
で
埋

め
る
よ
う
に
読
ま
せ
る
。
手
術
台
の
上
の
貴
船
夫
人
の
激
し
い
言
動
と
、
九
年
前
の

二
人
の
（
「
予
」
を
含
め
る
と
三
人
の
）
た
っ
た
一
瞬
の
出
会
い
を
「
予
」
に
よ
っ

て
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
〈
相
思
相
愛
〉
の
情
と
因
果
付
け
る
よ
う
に
読
ま
さ
れ
て
し

ま
う
た
め
に
、
読
者
は
本
作
の
急
激
な
展
開
に
困
惑
す
る
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち

は
「
予
」
の
語
り
に
よ
る
仄
め
か
し
抜
き
に
〈
上
〉
と
〈
下
〉
の
間
に
高
峰
と
夫
人

の
相
思
相
愛
の
恋
愛
関
係
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
〈
下
〉
の
末
尾
の
「
予
に
す
ら
一
言
を
も
語
ら
ざ
り
し
か
ど
」
と

い
う
注
意
書
き
は
、
「
予
」
と
高
峰
の
「
兄
弟
も
た
だ
な
ら
ざ
る
」
関
係
と
呼
応
し

て
兄
弟
同
然
の
「
予
」
に
さ
え
言
わ
ず
に
抱
え
て
い
た
秘
密
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強

調
す
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
単
に
「
予
」
が
高
峰
の
口
か
ら
直
接
夫
人
へ
の

想
い
は
聞
い
て
い
な
い
と
い
う
事
実
も
示
し
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
が
互
い
に
恋
心
を

抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
読
み
取
れ
な
い
。

「
で
も
、
貴
下
は
、
貴
下
は
、
私
を
知
り
ま
す
ま
い

」

言
ふ
時
晩
し
、
高
峰
が
手
に
せ
る
刀
に
片
手
を
添
へ
て
、
乳
の
下
深
く
掻
切

り
ぬ
。
医
学
士
は
真
蒼
に
な
り
て
戦
き
つ
つ
、

「
忘
れ
ま
せ
ん
」

（
中
略
）

其
時
の
二
人
が
状
、
恰
も
二
人
の
身
辺
に
は
、
天
な
く
、
地
な
く
、
社
会
な

く
、
全
く
人
な
き
が
如
く
な
り
し
。

こ
こ
に
引
用
し
た
〈
上
〉
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
も
同
様
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
外

科
室
」
で
貴
船
夫
人
が
高
峰
に
対
し
て
放
っ
た
「
貴
下
は
私
を
知
り
ま
す
ま
い

」

と
い
う
言
葉
は
、
「
貴
下
」
は・
「
私
」
を
知
ら
な
い
が
、「
私
」
は・
「
貴
下
」
を
知
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
夫
人
が
高
峰
に
対
し
て
何
ら
か
の
特
別
な
感
情
持
っ

て
い
た
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
九
年
前
か
ら
持
ち
続
け
て
い
た
も

の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

夫
人
が
手
術
日
よ
り
前
に
既
に
入
院
し
て
お
り
、
そ
の
時
に
高
峰
を
見
か
け
て
い

た
可
能
性
に
つ
い
て
は
河
内
重
雄
が
指
摘
し
て
い
る

(

)

。
小
石
川
植
物
園
で
の
行
違
い

で
は
貴
船
夫
人
一
行
の
誰
も
「
予
」
と
高
峰
の
方
に
意
識
が
向
い
て
い
る
様
子
は
無

い
の
で
あ
る
。
貴
船
夫
人
は
病
院
で
初
め
て
高
峰
を
意
識
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
何

ら
か
の
感
情
を
抱
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

手
術
台
で
の
夫
人
の
「
忘
れ
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
高
峰
の
返
答
か

ら
も
、
高
峰
の
夫
人
へ
の
恋
心
は
読
み
取
れ
な
い
。
相
手
が
九
年
前
に
〈
観
察
〉
し

た
佳
人
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
肉
を
殺
い
で
、
骨
を
削
る
」
手
術
を
「
麻
酔
剤
」

な
し
で
行
え
と
求
め
る
患
者
の
こ
と
な
ど
忘
れ
る
は
ず
が
な
く
、
恋
愛
感
情
に
よ
る

発
言
と
は
決
め
難
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
、「
予
」
が
高
峰
と
夫
人
の
恋
愛
関
係
を
種
明
か
し
す
る
〈
下
〉
で
も
、

高
峰
か
ら
貴
船
夫
人
に
対
し
て
の
恋
愛
感
情
は
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
貴
船
夫
人
に
対
し
て
よ
り
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
の
は
「
予
」
で
あ

る
よ
う
に
も
読
め
る
。
〈
下
〉
で
貴
船
夫
人
一
行
が
通
り
過
ぎ
た
後
、「
見
た
か
」
と
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そ
の
美
し
さ
に
つ
い
て
最
初
に
口
を
開
く
の
は
「
予
」
で
あ
り
、
そ
の
問
い
か
け
に

対
し
て
高
峰
の
反
応
は
た
だ
頷
く
だ
け
で
あ
る
。
高
峰
の
「
真
の
美
の
人
を
動
か
す

こ
と
あ
の
通
り
さ
、
君
は
お
手
の
物
だ
、
勉
強
し
給
へ
」
か
ら
は
、
他
人
事
の
よ
う

な
そ
っ
け
な
さ
さ
え
感
じ
る
。
そ
の
あ
と
の
「
予
」
の
「
予
は
画
師
た
る
が
故
に
動

か
さ
れ
ぬ
。
」
と
い
う
語
り
も
、
「
予
」
に
与
え
ら
れ
た
画
師
と
い
う
職
業
の
設
定
が

強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
逆
に
高
峰
は
画
師
で
は
な
い
が
故
に
さ
ほ
ど
心
を

動
か
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
逆
説
的
に
示
し
て
し
ま
う
。
「
真
の
美
」
が

「
動
か
す
」
の
は
あ
く
ま
で
「
人
」
（
＝
他
人
）
で
あ
り
、
高
峰
で
は
な
い
。

「
予
」
の
語
り
を
除
い
た
直
接
話
法
か
ら
読
み
取
ろ
う
と
し
た
場
合
、
高
峰
と
貴

船
夫
人
と
の
出
会
い
と
そ
の
後
の
二
人
の
死
は
、
彼
ら
が
相
思
相
愛
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
で
あ
る
と
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
会
話
文
も
、
「
予
」
に
よ
っ
て
語
る
・
語
ら

な
い
と
い
っ
た
編
集
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
少
な
く
と
も
「
予
」
以

外
の
登
場
人
物
の
言
葉
で
あ
り
「
予
」
の
主
観
か
ら
あ
る
程
度
の
距
離
を
取
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
。

二
人
の
恋
愛
の
物
語
は
あ
く
ま
で
「
予
」
の
認
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
高

峰
や
貴
船
夫
人
の
認
識
と
共
通
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
予
」
の
語

り
か
ら
見
る
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
恋
愛
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
野
口
哲
也
が
詳

述
し
て
い
る

(

)

。
「
小
石
川
の
植
物
園
」
と
「
外
科
室
」
で
の
出
来
事
を
、
恋
愛
物
語

と
し
て
語
る
の
は
、
他
で
も
な
い
、
語
り
手
の「
予
」
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

高
峰
の
死
は
貴
船
夫
人
に
対
す
る
恋
愛
感
情
に
よ
っ
て
で
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

「
予
」
と
高
峰
は
、
同
じ
〈
観
察
者
〉
で
あ
る
と
先
述
し
た
が
、
同
じ
場
所
で
同

じ
時
に
夫
人
を
み
か
け
た
二
人
の
〈
観
察
者
〉
の
生
死
を
分
け
た
も
の
は
何
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
高
峰
が
貴
船
夫
人
と
の
恋
愛
に
殉
じ
た
と
い
う
の
が「
予
」

の
認
識
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
峰
は
な
ぜ
夫
人
と
「
同
一
日
」
に
死

な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

高
峰
の
死
に
つ
い
て
は
、
貴
船
夫
人
と
「
同
一
日
に
前
後
し
て
相
逝
け
り
」
と
し

か
書
か
れ
て
お
ら
ず
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
無
い
。
従
っ
て
、
患
者
で
あ
る
貴
船
夫

人
が
医
師
で
あ
る
高
峰
の
行
う
手
術
中
に
死
ん
だ
と
い
う
単
純
な
プ
ロ
ッ
ト
か
ら
考

え
て
、
高
峰
の
内
面
で
は
な
く
、
医
師
と
い
う
職
業
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
こ
と
で

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

高
峰
と
貴
船
夫
人
の
死
の
原
因
は
、
従
来
読
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
高
峰
と
貴
船
夫

人
と
の
〈
純
愛
〉
に
で
は
な
く
、
彼
ら
の
〈
職
掌
〉
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
「
外
科
室
」
の
〈
職
掌
〉

鏡
花
は
、
明
治
二
十
六
年
に
執
筆
し
た
「
他
人
の
妻
」
（
後
に
「
怪
語
」
と
改
題

し
て
発
表
、
『
太
陽
』
明
治
三
十
年
七
月
）
か
ら
い
わ
ゆ
る
〈
観
念
小
説
〉
に
「
職

分
と
し
て
み
だ
り
に
私
情
を
交
え
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い

(

)

」
人
物
を
登
場

さ
せ
て
い
る
。
「
外
科
室
」
と
同
時
期
発
表
の
「
夜
行
巡
査
」
の
主
人
公
八
田
は
そ

の
代
表
で
あ
ろ
う
。

「
夜
行
巡
査
」
の
舞
台
は
近
代
と
前
近
代
が
対
立
す
る
明
治
の
世
で
あ
る
。
そ
こ

で
主
人
公
八
田
巡
査
は
、
心
か
ら
憎
い
宿
敵
が
冬
の
冷
た
い
濠
に
誤
っ
て
落
ち
る
場

面
に
遭
遇
す
る
。
八
田
巡
査
は
泳
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い
。
極
寒
の
濠
に
宿
敵
を
追
っ

て
飛
び
込
め
ば
、
泳
げ
な
い
八
田
が
命
を
落
と
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

宿
敵
が
こ
の
ま
ま
死
ね
ば
八
田
は
念
願
叶
っ
て
お
香
と
い
う
女
性
と
結
婚
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
し
か
し
八
田
は
、
「
警
官
と
し
て
、
社
会
よ
り
荷
へ
る
負
債
を
消
却
せ
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む
が
た
め
、
あ
く
ま
で
そ
の
死
せ
む
こ
と
を
、
寧
ろ
殺
さ
む
こ
と
を
欲
し
つ
ゝ
」
、

「
職
掌
だ
か
ら
」
と
宿
敵
を
追
っ
て
濠
に
飛
び
込
み
、
命
を
落
と
す
。

「
夜
行
巡
査
」
は
恋
人
で
あ
る
お
香
と
結
婚
し
た
い
と
い
う
私
情
と
、
溺
れ
か
け

て
い
る
相
手
が
例
え
憎
ん
で
い
る
者
で
も
そ
れ
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

警
官
の
職
務
と
の
間
で
揺
れ
動
く
八
田
巡
査
の
「
職
務
と
私
情
の
相
克
矛
盾
」
の
物

語
で
あ
る
と
す
る
読
み
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る

(

)

が
、
こ
こ
で
八
田
に
と
っ
て
「
警

官
と
し
て
」
の
「
職
掌
」
は
、
「
社
会
」
つ
ま
り
は
そ
の
雇
い
主
で
あ
る
政
府
か
ら

荷
っ
た
「
負
債
」
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
八
田
巡
査
が
濠
に
飛
び
込
む

の
は
、
人
助
け
の
気
持
ち
が
お
香
へ
の
思
い
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
「
社
会
よ
り
荷
え
る
負
債
」
で
あ
る
「
職
掌
」
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
自
殺
で
あ

っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
夜
行
巡
査
」
に
対
す
る
同
時
代
の
評
価
は
、
人
物
や
素
材
の
新
し
さ
へ
の
評
価

と
結
構
の
不
自
然
へ
の
批
判
の
ど
ち
ら
も
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
斬
新
さ
故
か
、
翻

案
で
あ
ろ
う
と
も
評
価
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
「
夜
行
巡
査
」
の
二
か

月
後
に
同
じ
く
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
発
表
さ
れ
た
「
外
科
室
」
へ
の
評
価
と
も
共
通

す
る
部
分
が
多
く
あ
る

(

)

が
、
同
じ
〈
観
念
小
説
〉
の
中
で
も
、
「
外
科
室
」
に
お
い

て
は
職
分
（
＝
〈
職
掌
〉
）
と
私
情
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
は
あ
ま
り
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
「
夜
行
巡
査
」
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
無
い
が
、
同

時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
夜
行
巡
査
」
の
八
田
の
死
に
〈
職
掌
〉
の
問
題
が
関
わ
る
と

読
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
に
さ
え
職
業
が
設
定
さ
れ
て
い
る

「
外
科
室
」
の
考
察
で
も
、
八
田
が
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
た
職
分
や
役
割
と
し
て
の

「
職
務
」
を
言
い
換
え
て
言
う
と
こ
ろ
の
〈
職
掌
〉
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

高
峰
と
貴
船
夫
人
の
死
の
理
由
を
二
人
の
間
の
〈
純
愛
〉
で
は
な
い
と
こ
ろ
探
す

た
め
に
、
「
外
科
室
」
の
主
な
登
場
人
物
の
職
業
か
ら
、
彼
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え

ら
れ
た
〈
職
掌
〉
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
考
察
し
た
い
。

ま
ず
高
峰
の
よ
う
な
医
療
従
事
者
の
〈
職
掌
〉
は
患
者
の
病
を
治
し
、
命
を
救
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
年
ま
で
の
教
育
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
野
口
義
男

『
明
治
教
育
史
』（
明
治
四
十
年
十
二
月
、
育
英
社
）
の
第
四
章
第
三
節
に
は
、
官
立
、

私
立
を
問
わ
ず
当
時
の
医
学
校
の
歴
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

「
醫
師
之
儀
」
は
「
人
の
性
命
に
関
係
し
実
に
不
予
容
易
職
」
で
あ
る
た
め
、
「
維
新

以
降
我
邦
に
於
て
攻
究
せ
ら
れ
た
る
學
術
」
（
＝
洋
学
）
の
中
で
政
府
は
「
特
に
医

学
に
重
き
を
置
」
い
て
い
た
と
い
う
。
医
学
を
学
ぶ
者
に
社
会
が
寄
せ
る
期
待
が
推

し
量
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
明
治
元
年
よ
り
医
学
の
教
育
制
度
は
漸
次
整
頓
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
が
、
明
治
六
年
に
学
制
に
追
加
さ
れ
た
医
学
校
の
規
定
に
つ
い
て
、

学
則
の
布
達
文
中
に
「
蓋
し
人
の
世
に
あ
る
性
命
よ
り
貴
き
は
な
し
至
貴
の

性
命
固
よ
り
鹵
莽
拙
劣
の
司
る
べ
き
に
非
す
云
々
」
の
文
字
あ
る
を
以
て
見
れ

ば
当
局
者
大
に
斯
道
を
重
じ
た
る
を
見
る
に
足
る
へ
し
。

と
あ
る
。
九
年
前
「
医
科
大
学
に
学
生
な
り
し
」
高
峰
が
受
け
た
教
育
は
、
「
人

の
性
命
」
は
何
よ
り
も
貴
い
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
を
軸
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

医
師
と
は
人
の
生
き
死
に
に
関
わ
る
仕
事
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
大
い
な
る
責
任
を
荷

へ
る
身
」
で
あ
っ
た
。
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「
一
時
後
れ
て
は
、
取
返
し
が
な
り
ま
せ
ん
。
一
体
、
あ
な
た
方
は
病
を
軽

蔑
し
て
居
ら
る
ゝ
か
ら
埒
あ
か
ん
。
感
情
を
と
や
か
く
い
ふ
の
は
姑
息
で
す
。

看
護
婦
一
寸
お
押
へ
申
せ
。
」

い
と
厳
な
る
命
の
下
に
五
名
の
看
護
婦
は
バ
ラ


と
夫
人
を
囲
み
て
、
其
手

と
足
と
を
押
へ
む
と
せ
り
。
渠
等
は
服
従
を
以
て
責
任
と
す
。
単
に
、
医
師
の

命
を
だ
に
奉
ず
れ
ば
可
し
、
敢
て
他
の
感
情
を
顧
み
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
な
り
。

こ
こ
に
引
用
し
た
の
は
作
中
の
貴
船
夫
人
の
手
術
の
場
面
で
あ
る
。
高
峰
以
外
に

手
術
に
立
ち
会
っ
て
い
た
「
医
博
士
」
や
「
看
護
婦
」
は
、
麻
酔
を
使
わ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
夫
人
の
思
い
を
汲
ま
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
安
全
に
手
術
を
行
う
為

に
当
然
と
る
で
あ
ろ
う
行
動
で
、
と
く
に
医
博
士
の
言
葉
は
命
を
扱
う
者
が
持
つ
責

任
感
を
示
し
て
も
い
る
だ
ろ
う
。

高
峰
も
、
「
誓
ふ
が
如
く
、
深
重
厳
粛
な
る
音
調
も
て
」
執
刀
す
る
。
高
峰
の
貴

船
夫
人
に
対
す
る
恋
心
は
「
予
」
に
よ
る
認
識
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
こ
こ
ま
で
見
て

き
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
「
夫
人
、
責
任
を
負
っ
て
手
術
し
ま
す
。
」
と
い
う
言
葉

の
責
任
は
、
言
葉
通
り
医
師
と
し
て
人
の
命
に
負
う
べ
き
責
任
の
こ
と
で
あ
る
。
一

介
の
外
科
医
で
は
な
い
、
「
外
科
々
長
」
で
あ
る
高
峰
に
は
こ
の
麻
酔
な
し
の
手
術

に
も
成
功
の
算
段
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
「
責
任
を
負
っ

て
手
術
し
ま
す
。
」
と
い
う
発
言
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
手
術
は
「
三

秒
に
し
て
」
「
佳
境
に
」
進
む
ほ
ど
で
、
こ
の
ま
ま
夫
人
が
「
足
の
指
を
も
動
か
さ
」

ず
に
い
ら
れ
た
な
ら
ば
成
功
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
夫
人
は
結
果

と
し
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

同
時
代
の
医
学
校
の
教
育
史
を
み
て
も
、
作
中
の
手
術
室
の
様
子
を
見
て
も
、
医

師
と
い
う
職
業
は
他
の
何
よ
り
も
貴
い
人
命
を
扱
う
職
業
で
あ
り
、
彼
ら
に
社
会
が

与
え
た
役
割
は
「
人
の
性
命
」
を
救
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
峰
は
こ
の
医
師
と
し
て

の
〈
職
掌
〉
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
貴
船
夫
人
に
つ
い
て
考
え
る
。
貴
船
夫
人
は
、
伯
爵
の
夫
と
、
「
七
、
八
歳

の
娘
」
を
持
つ
。
親
族
に
は
「
な
に
が
し
公
、
な
に
が
し
候
」
と
爵
位
を
も
つ
者
た

ち
が
お
り
、
お
付
の
侍
女
も
い
る
よ
う
な
貴
人
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
日
本
の
女
性
が
「
家
」
に
縛
ら
れ
、
良
妻
賢
母
で
あ
る
こ
と
を
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
、
そ
の
存
在
は
家
の
継
承
と
次
世
代

の
育
成
の
た
め
に
あ
っ
た
。
貴
船
夫
人
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
無
か
っ
た
は

ず
だ
。
ま
し
て
、
爵
位
を
持
つ
家
に
嫁
い
だ
夫
人
に
と
っ
て
は
良
妻
賢
母
と
い
う
役

割
が
い
わ
ば
〈
職
掌
〉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
夫
人
が
親
族
（
＝
「
家
」
）
か

ら
求
め
ら
れ
た
母
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
は
、

侯
爵
は
渋
面
造
り
て
、
／
「
貴
船
、
こ
り
や
何
で
も
姫
を
連
れ
て
来
て
、
見
せ

る
こ
と
ぢ
や
の
、
な
ん
ぼ
で
も
児
の
可
愛
さ
に
は
我
折
れ
よ
う
。
」
／
伯
爵
は

頷
き
て
、
／
「
こ
れ
、
綾
。
」
／
「
は
。
」
と
腰
元
は
振
り
返
る
。
／
「
何
を
、

姫
を
連
れ
て
来
い
。
」

と
、
手
術
を
拒
否
す
る
夫
人
を
説
得
す
る
の
に
子
ど
も
が
利
用
さ
れ
て
い
る
本
文

か
ら
も
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
母
親
と
し
て
の
役
割
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
、
夫
人
は

こ
れ
を
聞
い
て
「
堪
ら
ず
遮
」
る
の
で
あ
る
。

貴
船
夫
人
は
夫
や
子
ど
も
が
あ
り
な
が
ら
、
外
科
室
の
手
術
台
で
高
峰
に
「
貴
下

だ
か
ら
」
麻
酔
な
し
の
手
術
も
痛
く
は
な
い
と
特
別
な
想
い
を
告
白
す
る
。
こ
の
こ
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と
に
よ
り
、
伯
爵
家
に
嫁
い
だ
女
性
に
課
さ
れ
る
〈
職
掌
〉
は
果
た
さ
れ
な
く
な
る
。

夫
人
の
死
は
、
高
峰
の
執
刀
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
高
峰
の
腕
を
以
て
す
れ
ば

完
遂
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
手
術
で
あ
る
の
に
、
夫
人
は
そ
れ
を
望
ま
ず
、

「
乳
の
下
深
く
掻
き
切
」
り
自
ら
命
を
絶
つ
。
こ
れ
は
、
時
代
に
要
請
さ
れ
た
あ
る

べ
き
姿
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
の
自
殺
な
の
で
あ
る
。
高
峰
の
死
に
つ
い
て
は
、

野
口
哲
也
が
、
「
高
峰
の
自
殺
は
、
患
者
の
命
を
救
う
と
い
う
、
感
情
と
は
別
に
存

在
す
る
職
分
を
果
た
せ
な
か
っ
た
外
科
医
と
し
て
の
責
任
を
取
っ
た
も
の
だ
と
見
る

こ
と
も
十
分
可
能
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

(

)

。
高
峰
の
死
が
「
自
殺
」
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
本
文
に
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
う
決
め
て
か
か
る
の
は
「
予
」
の
語
り

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
気
も
些
か
す
る
が
、
夫
人
の
死
の
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
後
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
敢
え
て
病
死
や
事
故
死
を
疑
う
よ
り
自
殺
で
あ
る
と
す
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
外
科
室
」
の
物
語
の
な
か
で
死
ん
で
い
っ
た
二
人
に
は
果

た
せ
な
か
っ
た
〈
職
掌
〉
と
い
う
問
題
が
共
通
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

で
は
画
師
で
あ
る
「
予
」
の
〈
職
掌
〉
と
は
な
に
か
。
作
中
に
は
「
予
」
が
絵
を

描
く
場
面
は
描
か
れ
な
い
。
絵
に
つ
い
て
「
予
」
が
語
る
場
面
も
な
い
。
そ
こ
で
、

鏡
花
本
人
の
芸
術
観
か
ら
作
中
の
画
師
に
想
定
さ
れ
て
い
る
〈
職
掌
〉
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

本
作
発
表
か
ら
少
し
時
代
は
下
る
が
、
明
治
四
十
二
年
に
鏡
花
が
絵
画
を
例
に
あ

げ
「
芸
術
作
品
」
に
つ
い
て
語
っ
た
談
話

(

)

が
あ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
一
節
を
引
用

す
る
。假

ひ
事
実
を
書
く
と
し
て
も
、
厳
密
の
意
味
か
ら
云
つ
て
、
必
ず
作
家
の
想
像

が
加
は
る
も
の
と
思
ふ
。
（
中
略
）
事
実
ば
か
り
で
は
作
品
は
書
け
な
い
。
事

実
と
想
像
を
う
ま
く
混
ぜ
合
は
し
て
、
そ
れ
を
傑
れ
た
ア
ー
ト
に
依
つ
て
書
き

表
は
し
た
の
が
作
品
で
あ
る
。
（
中
略
）
同
じ
自
然
を
見
て
も
、
そ
の
目
に
映

る
自
然
以
外
に
作
者
の
想
像
が
働
い
て
そ
の
自
然
が
非
常
に
美
し
く
見
え
る
こ

と
が
あ
る
。
之
は
即
ち
想
像
力
で
、
私
は
、
芸
術
作
品
に
は
、
何
う
し
て
も
此

の
想
像
力
と
云
ふ
も
の
を
排
斥
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、

単
に
事
実
あ
り
の
ま
ゝ
を
書
く
の
み
で
は
作
品
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思

ふ
。

作
家
が
そ
の
目
で
見
た
も
の
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
想
像
と
織
り
交
ぜ
て
表
現
し

た
も
の
こ
そ
芸
術
で
あ
り
、
芸
術
家
や
小
説
家
に
は
「
想
像
力
」
が
不
可
欠
で
あ
る

と
鏡
花
は
言
う
。
こ
の
よ
う
な
作
家
自
身
の
芸
術
観
を
下
敷
き
に
し
て
語
り
手
は
画

師
で
あ
る
と
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
〈
観
察
〉
し
た
「
事
実
」
を
主
観

的
に
解
釈
し
、
〈
想
像
〉
を
加
え
て
表
現
す
る
こ
と
が
画
師
で
あ
る
「
予
」
の
〈
職

掌
〉
な
の
で
あ
る
。

「
予
」
は
物
語
の
中
で
絵
を
描
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
読
者
が
読
ま
さ
れ
た

高
峰
と
夫
人
と
の
恋
愛
物
語
こ
そ
が
、
「
予
」
が
「
事
実
と
想
像
を
う
ま
く
混
ぜ
合

は
し
て
、
そ
れ
を
傑
れ
た
ア
ー
ト
に
依
つ
て
書
き
表
は
し
た
」
「
芸
術
作
品
」
で
あ

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
峰
と
貴
船
婦
人
の
死
を
〈
観
察
〉
し
た
「
予
」
は
二
人
が
九
年
前
か
ら
相
思
相

愛
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
〈
想
像
〉
を
加
え
て
〈
解
釈
〉
し
物
語
る
。
貴
船
夫
人

の
高
峰
へ
の
並
外
れ
た
執
心
を
目
撃
し
た
「
予
」
は
、
高
峰
の
秘
め
た
恋
心
と
い
う

も
の
を
想
像
で
補
う
こ
と
で
一
種
の
作
品
を
創
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
高
峰
や
貴
船

夫
人
と
は
異
な
り
、
「
予
」
は
こ
の
こ
と
で
画
師
と
し
て
の
〈
職
掌
〉
を
果
た
し
て
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い
る
。
同
じ
〈
観
察
者
〉
で
あ
り
な
が
ら
、
医
師
と
し
て
の
〈
職
掌
〉
を
果
た
せ
な

か
っ
た
高
峰
は
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
画
師
と
し
て
の
〈
職
掌
〉
を
果
た

し
た
「
予
」
は
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
死
を
語
る
存
在
と
し
て
生
き
て
い
る
。
二
人
の

〈
観
察
者
〉
の
生
死
は
、
貴
船
夫
人
と
の
関
係
で
は
な
く
〈
職
掌
〉
が
分
け
た
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四
、
「
予
」
と
貴
船
夫
人

「
予
」
の
語
る
こ
と
が
「
予
」
の
認
識
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
直
接

話
法
に
注
目
す
る
と
、
高
峰
の
死
は
夫
人
へ
の
恋
愛
感
情
と
関
係
が
な
い
可
能
性
が

高
い
と
い
う
こ
と
は
再
三
述
べ
て
き
た
。
重
要
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
が
社

会
か
ら
与
え
ら
れ
た
役
割
で
あ
り
、
彼
ら
の
死
に
は
そ
れ
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う

の
が
本
稿
の
主
張
で
あ
る
。

次
に
考
え
る
べ
き
は
〈
職
掌
〉
に
ま
つ
わ
る
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
死
を
語
り
手
で

あ
る
「
予
」
は
な
ぜ
二
人
の
恋
愛
の
成
就
と
い
う
物
語
と
し
て
〈
解
釈
〉
し
、
読
者

に
そ
の
よ
う
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
九
年
前
の
一
瞬
の
行
き
違
い
の
時
か
ら
既
に
貴
船
夫
人
へ
の
関
心
は

高
峰
よ
り
「
予
」
の
ほ
う
が
高
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
予
」
は
「
思
わ
ず
後

ろ
を
見
返
」
る
ほ
ど
貴
船
夫
人
の
「
真
の
美
」
に
心
を
動
か
さ
れ
思
わ
ず
「
見
た
か
。
」

と
そ
の
感
動
を
高
峰
と
共
有
し
よ
う
と
す
る
。
夫
人
ら
と
す
れ
違
っ
て
し
ば
ら
く
し

た
後
、
遠
く
に
「
ち
ら
と
」
み
え
た
「
藤
色
の
衣
の
端
」
が
目
に
入
っ
て
し
ま
う
様

子
は
い
か
に
夫
人
の
姿
に
心
惹
か
れ
た
の
か
を
示
す
。

ま
た
、
高
峰
が
「
病
院
の
彼
の
こ
と
あ
り
し
ま
で
」
、「
彼
の
婦
人
の
こ
と
に
つ
き

て
、
予
に
す
ら
一
言
を
も
語
ら
」
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
予
」
が
貴
船
夫
人
の
手

術
に
「
好
奇
心
」
を
抱
い
た
の
は
高
峰
か
ら
話
を
聞
い
た
か
ら
で
は
な
い
は
ず
で
、

手
術
を
受
け
る
夫
人
の
存
在
を
「
予
」
自
身
が
九
年
間
覚
え
て
い
た
か
ら
と
言
う
こ

と
に
な
る
。

病
院
に
つ
い
た
際
、
「
予
」
は
周
り
の
様
子
を
詳
細
に
観
察
し
読
者
に
語
り
始
め

る
。
そ
の
中
に
「
予
は
今
門
前
に
於
て
見
た
る
数
台
の
馬
車
に
思
ひ
合
は
せ
て
、
密

か
に
心
に
頷
け
り
。
」
と
あ
る
が
、
「
予
」
は
馬
車
を
見
て
何
を
「
思
ひ
合
は
」
せ
、

何
を
「
心
に
頷
」
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
〈
下
〉
の
末
尾
を
見
る
と
、
小
石
川
植
物
園

を
出
て
「
園
を
出
づ
れ
ば
丈
高
く
肥
え
た
る
馬
二
頭
立
ち
て
、
磨
硝
子
入
り
た
る
馬

車
に
、
三
個
の
馬
丁
休
ら
ひ
た
り
き
。
」
と
馬
車
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ

で
〈
上
〉
の
冒
頭
で
「
予
」
が
見
る
「
数
台
の
馬
車
」
に
敷
か
れ
た
伏
線
は
回
収
さ

れ
る
。
「
予
」
は
病
院
で
見
か
け
た
馬
車
を
九
年
前
に
見
か
け
た
馬
車
と
「
思
い
合

は
せ
」
、
こ
の
場
に
小
石
川
植
物
園
で
見
か
け
、
そ
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
夫

人
が
い
る
こ
と
を
確
信
し
「
心
に
頷
い
」
た
の
で
は
な
い
か
。
〈
上
〉〈
下
〉
の
馬
車

に
つ
い
て
の
〈
観
察
〉
は
、
高
峰
で
は
な
く
「
予
」
の
心
に
こ
そ
、
夫
人
の
姿
が
焼

き
付
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
予
」
は

「
高
峰
を
強
ひ
て
」
夫
人
の
手
術
を
「
予
を
し
て
見
せ
し
む
る
こ
と
を
余
儀
な
く
し

た
」
の
だ
ろ
う
。

手
術
室
に
入
っ
た
後
も
、「
予
」
は
「
か
よ
わ
げ
」
で
「
気
高
く
、
清
く
、
貴
く
、

美
は
し
」
い
夫
人
が
「
死
骸
の
如
く
横
」
た
わ
っ
て
い
る
の
を
み
て
「
慄
然
と
し
て

寒
さ
を
感
じ
」
、
逆
に
「
太
く
落
着
」
い
て
い
る
高
峰
に
対
し
て
、
そ
の
様
子
を

「
予
」
は
「
心
憎
」
い
と
す
ら
感
じ
て
い
る
。

「
予
」
は
、
異
様
な
ま
で
に
関
心
を
抱
き
そ
れ
を
お
そ
ら
く
九
年
間
保
持
し
て
い
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た
夫
人
と
よ
う
や
く
再
会
を
果
た
す
。
そ
の
い
わ
ば
思
い
人
は
、
既
婚
で
子
ど
も
も

あ
る
身
で
い
な
が
ら
ど
う
や
ら
高
峰
に
た
だ
な
ら
ぬ
感
情
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
思
い
を
高
峰
に
告
げ
て
夫
人
が
息
を
引
き
取
る
の
を
彼
は
〈
観
察
〉

し
た
。
一
部
始
終
を
見
届
け
た
「
予
」
は
、
長
年
忘
れ
ら
れ
ず
や
っ
と
再
会
で
き
た

夫
人
の
そ
の
よ
う
な
様
子
を
不
憫
に
思
っ
た
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

社
会
に
与
え
ら
れ
た
妻
や
母
と
い
う
役
割
を
拒
絶
し
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
ま
で

高
峰
に
思
い
を
伝
え
た
こ
と
に
感
じ
入
り
、
高
峰
の
死
を
夫
人
へ
の
恋
愛
感
情
と
因

果
付
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
「
芸
術
作
品
」
の
な
か
で
夫
人
の
思
い
を
成
就
さ
せ
て

や
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
予
」
が
語
り
手
で
あ
る
こ
と
と
、
画
師

で
あ
る
こ
と
の
特
権
を
以
て
語
っ
た
物
語
は
、
貴
船
夫
人
の
た
め
に
創
り
上
げ
た
物

語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
予
」
は
最
後
に
二
人
が
死
ぬ
結
末
を
知
っ
て
い
る
状
態
で
読
者
に
向
け
て
語
り

を
始
め
る
。
夫
人
の
た
め
に
〈
下
〉
で
の
出
会
い
か
ら
〈
上
〉
ま
で
を
語
り
直
す
と

き
、
「
予
」
は
高
峰
の
そ
の
時
々
の
態
度
を
都
合
の
い
い
よ
う
に
語
る
こ
と
も
で
き

る
の
だ
。
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
「
予
」
が
高
峰
や
貴
船
夫
人
ら
の
物
語
を

語
り
直
す
構
造
は
、
の
ち
の
「
高
野
聖
」
（『
新
小
説
』
明
治
三
十
三
年
二
月
）
な
ど

に
言
わ
れ
る
よ
う
な
入
れ
子
型
構
造

(

)

に
通
じ
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
上
〉
に
お
い
て
「
外
科
室
」
で
「
予
と
相
目
し
」
た
高
峰
は
「
唇
辺
に
微
笑
」

を
浮
か
べ
て
お
り
「
平
然
と
し
て
冷
か
」
で
あ
っ
た
。
死
骸
の
よ
う
な
夫
人
の
様
子

を
見
て
も
「
太
く
落
着
」
い
て
い
る
。
「
予
」
が
夫
人
に
対
し
て
高
峰
の
心
が
動
い

た
様
子
を
感
じ
ら
れ
ず
「
心
憎
」
く
思
う
の
は
、
高
峰
と
夫
人
が
相
思
相
愛
で
あ
っ

た
と
思
い
た
い
と
言
う
願
望
ゆ
え
の
感
情
で
あ
る
。
い
ざ
、
看
護
婦
に
手
術
の
開
始

を
促
さ
れ
た
時
、
「
予
」
に
は
高
峰
の
声
が
震
え
を
帯
び
て
聞
こ
え
た
と
い
う
。
し

か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
予
が
耳
に
は・
達
し
た
」
に
過
ぎ
ず
、
事
実
、
そ
の
後
の

高
峰
は
「
看
護
婦
、
刀
を
。
」
と
執
刀
す
る
ま
で
、
病
室
内
で
唯
一
の
「
顔
の
色
動

か
ざ
る
も
の
」
と
し
て
「
自
若
た
る
」
態
度
を
貫
く
。

〈
下
〉
の
小
石
川
植
物
園
で
の
「
真
の
美
の
人
を
動
か
す
こ
と
あ
の
通
り
さ
、
君

は
お
手
の
物
だ
、
勉
強
し
給
へ
。
」
と
言
う
言
葉
へ
の
「
さ
も
感
じ
た
る
面
色
に
て
」

と
い
う
注
意
書
き
も
「
予
」
の
主
観
に
過
ぎ
な
い
。

日
常
生
活
で
も
、
あ
る
物
事
の
結
末
を
知
っ
て
か
ら
そ
の
過
程
を
振
り
返
る
と
、

そ
う
い
え
ば
あ
の
時
の
あ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
、
な
ど
と
合
点
が
い
く
こ

と
は
ま
ま
あ
る
。
貴
船
夫
人
の
た
め
に
、
高
峰
の
冷
静
な
態
度
に
少
し
で
も
揺
ら
ぎ

を
感
じ
取
り
た
い
「
予
」
の
導
き
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
高
峰
の
恋
心
を
想
像
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
微
か
な
た
め
に
、
終
わ
り
ま
で
読
み
終
わ
っ
た

後
突
飛
な
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
「
外
科
室
」
を
読
む
に
当
た
っ
て
や
は
り
「
愛
と
婚
姻
」
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

人
の
未
だ
結
婚
せ
ざ
る
や
、
愛
は
自
由
な
り
。
諺
に
曰
く
「
恋
に
上
下
の
隔
な

し
」
と
。
然
り
、
何
人
が
何
人
を
恋
す
る
も
、
誰
か
こ
れ
を
非
な
り
と
せ
む
。

一
旦
結
婚
し
た
る
婦
人
は
こ
れ
婦
人
と
い
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
妻
と

い
へ
る
一
種
女
性
の
人
間
な
り
。
吾
人
は
渠
を
愛
す
る
こ
と
能
は
ず
、
否
愛
す

る
こ
と
能
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
社
会
が
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
。
愛
す
る
こ
と

を
得
ざ
ら
し
む
る
な
り
。
要
す
る
に
社
会
の
婚
姻
は
、
愛
を
束
縛
し
て
、
圧
制

し
て
、
自
由
を
剥
奪
せ
む
が
た
め
に
造
ら
れ
た
る
、
残
絶
、
酷
絶
の
刑
法
な
り

と
す
。
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こ
れ
は
、
「
外
科
室
」
発
表
と
同
時
期
に
「
愛
」
が
社
会
制
度
と
し
て
の
結
婚
の

中
で
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
鏡
花
が
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
家
庭
と
高
峰
と

の
間
で
煩
悶
し
死
ん
で
い
っ
た
貴
船
夫
人
に
同
情
を
寄
せ
、
せ
め
て
自
分
の
語
る
物

語
の
中
で
は
自
由
な
恋
愛
を
成
就
さ
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
「
予
」
の
姿
勢
は
、
や
は

り
こ
の
「
愛
と
婚
姻
」
を
書
い
た
鏡
花
の
そ
れ
と
重
な
ろ
う
。

古
来
い
ふ
佳
人
は
薄
命
な
り
、
と
、
蓋
し
社
会
が
渠
を
し
て
薄
命
な
ら
し
む

る
の
み
。
婚
姻
て
ふ
も
の
だ
に
な
か
り
せ
ば
、
何
人
の
佳
人
か
薄
命
な
る
べ

き
。
愛
に
於
け
る
一
切
の
、
葛
藤
、
紛
紜
、
失
望
、
自
殺
、
疾
病
等
あ
ら
ゆ
る

恐
る
べ
き
熟
字
は
皆
婚
姻
の
あ
る
に
因
り
て
生
ず
る
所
の
結
果
な
ら
ず
や
。

こ
れ
も
「
愛
と
婚
姻
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
薄
命
の
「
佳
人
」
は
、「
外
科
室
」

に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も
無
く
美
し
く
気
高
い
貴
船
夫
人
で
あ
る
。
結
婚
さ
え
し
て

い
な
け
れ
ば
高
峰
へ
の
気
持
ち
は
な
ん
の
罪
に
も
な
ら
な
い
も
の
を
、
貴
船
伯
爵
と

の
結
婚
で
「
妻
」
と
言
う
人
種
に
「
束
縛
さ
れ
」
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
夫
人

の
思
い
は
行
き
先
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
思
い
返
せ
ば
、
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
の
フ

ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
鏡
花
は
「
愛
と
婚
姻
」
で
、
「
情
死
、
駈
落
、
勘
当
等
、
こ
れ
皆
愛
の
分
弁

た
り
。
」
と
も
書
い
て
い
る
。
「
予
」
は
、
社
会
か
ら
担
っ
た
負
債
（
＝
「
婚
姻
」
）

に
よ
る
貴
船
夫
人
の
自
殺
を
高
峰
と
の
「
情
死
」
で
あ
っ
た
と
〈
解
釈
〉
す
る
こ
と

で
、
貴
船
夫
人
の
恋
を
「
愛
」
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

其
時
の
二
人
が
状
、
恰
も
二
人
の
身
辺
に
は
、
天
な
く
、
地
な
く
、
社
会
な

く
、
全
く
人
な
き
が
如
く
な
り
し
。

渠
ら
二
人
は
罪
悪
あ
り
て
、
天
に
行
く
こ
と
を
得
ざ
る
べ
き
か
。

〈
上
〉
〈
下
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
を
引
用
し
た
。

〈
上
〉
の
結
び
の
「
あ
た
か
も
」
は
、
ま
る
で
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に

は
夫
人
の
周
り
に
「
社
会
」
は
た
し
か
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
し
ま
う
「
予
」
の

悲
痛
な
言
葉
で
あ
る
。
「
予
」
は
、
九
年
前
に
夫
人
を
見
か
け
た
と
き
高
峰
も
一
緒

に
い
た
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
二
人
の
「
情
死
」
の
物
語
を
創
り
上
げ
る
。

「
情
死
」
で
あ
る
か
ら
貴
船
夫
人
の
思
い
は
「
愛
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
結
び
に
反
語

表
現
で
「
二
人
に
は
」
、
延
い
て
は
貴
船
夫
人
に
は
、
「
罪
悪
」
な
ど
な
い
の
だ
と
主

張
す
る
。
末
尾
の
言
葉
は
貴
船
夫
人
に
贈
る
言
葉
で
あ
る
と
も
読
め
る
。

「
予
」
に
よ
る
物
語
り
は
画
師
と
し
て
の
〈
職
掌
〉
で
も
あ
り
、
同
時
に
「
予
」

の
貴
船
夫
人
へ
の
あ
る
種
の
〈
純
愛
〉
の
形
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
外
科
室
」
は
「
予
」
の
語
り
に
よ
っ
て
物
語
が
進
行
し
た
。
「
予
」
は
、
単
な
る

語
り
手
で
は
な
く
、
一
登
場
人
物
と
し
て
九
年
前
に
小
石
川
植
物
園
で
高
峰
と
共
に

貴
船
伯
爵
夫
人
を
見
か
け
、
外
科
室
で
高
峰
と
共
に
夫
人
と
再
会
し
て
い
る
。
「
予
」

に
は
画
師
と
い
う
職
業
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
〈
観
察
〉
を
基
本
と
し
そ
こ

に
解
釈
を
加
え
て
芸
術
作
品
を
創
り
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
画
師
と
い
う
職
業
を
設
定
さ
れ
た
「
予
」
は
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
と

い
う
二
人
の
人
物
の
死
を
語
る
と
き
、
二
人
の
間
に
あ
た
か
も
相
思
相
愛
の
〈
純
愛
〉
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が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
読
ま
せ
る
。
し
か
し
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
の
バ
イ
ア
ス

を
極
力
取
り
除
い
て
本
作
を
読
む
事
を
試
み
る
と
、
高
峰
と
夫
人
の
死
は
社
会
か
ら

与
え
ら
れ
た
〈
職
掌
〉
に
ま
つ
わ
る
自
殺
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
従

来
〈
純
愛
〉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
て
読
ま
れ
て
き
た
本
作
に
も
同
時
期
の
鏡

花
作
品
に
お
い
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
〈
職
掌
〉
と
い
う
テ
ー
マ
を
読
む
こ

と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
読
ま
れ
て
き
た
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
間
の
恋
愛
の
物
語
は
、
「
画
師
」

の
〈
職
掌
〉
に
留
意
す
れ
ば
、
語
り
手
が
「
画
師
た
る
」
が
ゆ
え
の
〈
想
像
〉
の
産

物
に
す
ぎ
な
い
。
同
時
代
評
か
ら
再
三
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
人
の
恋
愛
に
不
自

然
さ
を
感
じ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
高
峰
が
貴
船
夫
人
に
対
す
る
恋
愛
感
情
な
ど
持
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
は
言
え
、
本
稿
は
「
外
科
室
」
の
〈
純
愛
〉
と
い
う
テ
ー
マ
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
貴
船
夫
人
に
は
母
と
し
て
妻
と
し
て
、
婚
姻
制
度
と
高
峰
へ
の
恋
と
の

間
で
懊
悩
す
る
物
語
が
あ
り
、
高
峰
に
は
医
師
の
本
分
を
め
ぐ
る
物
語
が
あ
る
。

「
予
」
に
も
、
貴
船
夫
人
を
九
年
間
忘
れ
ず
に
い
た
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
「
予
」
が
二
人
の
死
を
素
材
と
し
て
、
結
婚
制
度
に
飲
み
込
ま
れ
た
一
人
の
女

性
の
恋
を
「
愛
」
の
物
語
に
昇
華
さ
せ
て
や
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
予
」
の

〈
解
釈
〉
と
語
り
直
し
に
こ
そ
貴
船
夫
人
へ
の
愛
情
は
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
「
外
科
室
」
は
間
違
い
な
く
〈
純
愛
〉
の
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の

〈
純
愛
〉
と
は
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
と
の
間
に
あ
る
も
の
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、「
予
」

か
ら
貴
船
夫
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

同
じ
〈
観
察
者
〉
で
あ
り
な
が
ら
、
医
師
と
し
て
の
〈
職
掌
〉
を
果
た
せ
な
か
っ

た
高
峰
は
結
果
と
し
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
「
予
」
は
高
峰
と
貴
船

夫
人
の
死
を
語
る
存
在
と
し
て
生
き
て
い
る
。

画
師
も
医
師
も
ス
タ
ー
ト
は
客
観
描
写
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
〈
観
察
者
〉
と
し
て

の
一
面
が
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
両
者
の
間
に
は
〈
解
釈
〉
を
挟
む
か
否
か
と

い
う
点
に
違
い
が
あ
る
。
医
学
の
よ
う
な
実
学
の
世
界
で
は
客
観
的
に
〈
観
察
〉
し

た
こ
と
こ
そ
が
事
実
で
、
画
師
が
〈
観
察
〉
し
た
事
実
を
よ
り
美
し
く
表
現
し
よ
う

と
彩
色
す
る
よ
う
な
〈
解
釈
〉
が
挟
ま
れ
る
余
地
は
な
い
。

同
じ
〈
観
察
者
〉
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
で
あ
る
高
峰
が
〈
職
掌
〉

を
果
た
せ
ず
死
に
、
画
師
で
あ
る
「
予
」
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
〈
解

釈
〉
つ
ま
り
、
芸
術
家
の
持
つ
「
想
像
力
」
こ
そ
が
「
予
が
画
師
た
る
」
「
利
器
」

で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

注

　
　
　
　

(

)

島
村
抱
月
「
小
説
を
読
む
眼
」（
『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日
）
で

は
、
同
時
期
に
流
行
し
た
社
会
へ
の
批
判
を
多
分
に
含
む
深
刻
な
作
品
群
に
対
し
「
観

念
ま
づ
作
者
の
胸
中
に
成
り
て
、
さ
て
の
ち
巧
み
に
之
れ
に
肉
を
附
し
皮
を
附
し
、
一

部
の
小
説
に
仕
上
ぐ
る
は
、
此
の
頃
の
新
流
行
に
て
、
げ
に
之
れ
ま
で
の
小
説
界
の
一

本
調
子
な
り
し
に
比
ぶ
れ
ば
、
一
段
の
進
歩
な
る
に
相
違
な
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
坪
内
逍
遙
が
「



」
と
の
署
名
で
『
早
稲
田
文
学
』
九
十
六
号
（
明
治
二

十
八
年
九
月
二
十
五
日
）
で
「
觀
念
派
小
説
」
と
呼
ん
だ
。

　
　
　
　

(

)

松
村
友
視
「
明
治
二
十
年
代
末
の
鏡
花
文
学
―
作
家
主
体
確
立
を
め
ぐ
る
素
描
―
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
二
年
十
月
）

　
　
　
　

(
)

塚
越
和
夫
「
外
科
室
」（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
四
十
八
年
六
月
）

　
　
　
　

(
)

鈴
木
啓
子
「
溢
れ
で
る
身
体
、
そ
し
て
言
葉
―
泉
鏡
花
『
外
科
室
』
試
論
―
」
（
『
日

本
近
代
文
学
』
平
成
十
年
五
月
）

　
　
　
　

(

)

藤
村
猛
「
相
克
す
る
恋
愛
―
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
論
―
」（
『
国
語
国
文
論
集
』
平
成

十
一
年
一
月
）

　
　
　
　

(

)

日
置
俊
次
「
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
考
―
分
身
と
い
う
方
法
―
」
（
青
山
学
院
大
学
文
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学
部
『
紀
要
』
平
成
二
十
九
年
）

　
　
　
　

(
)

峯
村
至
津
子
「
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
の
語
り
手
―
天
な
く
、
地
な
く
、
社
会
な
く
―
」

（
『
女
子
大
國
文
』
平
成
二
十
四
年
一
月
）

　
　
　
　

(

)
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

東
京
美
術
学
校
篇
』（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員

会
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
）

　
　
　
　

(

)

河
内
重
雄
「
泉
鏡
花
『
外
科
室
』
の
一
面
―
医
学
小
説
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
」（
『
語
文
研
究
』
平
成
二
十
二
年
六
月
）

　
　
　
　

(

)

種
田
和
加
子
「
偶
像
の
逆
襲
―
泉
鏡
花
『
外
科
室
』
の
問
題
性
―
」（
『
国
文
学
雑
誌
』

平
成
十
二
年
七
月
）

　
　
　
　

(

)

大
場
秀
章
編
『
日
本
植
物
研
究
の
歴
史

小
石
川
植
物
園
三
百
年
の
歩
み
』
（
東
京
大

学
出
版
会
、
平
成
八
年
十
一
月
）

　
　
　
　

(

)

河
内
重
雄
は
注

の
論
文
で
、
外
科
手
術
に
つ
い
て
「
手
術
す
る
に
は
執
刀
医
に
よ

る
診
察
や
様
々
な
検
査
が
不
可
欠
で
あ
り
、
最
低
で
も
数
日
間
入
院
す
る
こ
と
に
な

る
」
か
ら
高
峰
と
貴
船
夫
人
が
「
外
科
室
で
九
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
事
実
、
外
科
室
内
で
九
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
な
ど
と
は
、
本
文
の
ど
こ
に
も
書
か

れ
て
い
な
い
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　

(

)

野
口
哲
也
「
「
観
念
小
説
」
の
時
代
の
泉
鏡
花
―
「
外
科
室
」
の
位
相
―
」
（
『
文
芸

研
究
』
平
成
十
四
年
三
月
）
で
は
、
貴
船
夫
人
と
高
峰
の
会
話
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
な
し
て
お
ら
ず
、
特
に
手
術
中
の
「
夫
人
の
言
葉
は
自
足
的
な
も
の
で
あ
り
、
端

的
に
心
中
や
情
死
と
言
っ
た
、
他
界
や
相
互
性
を
前
提
と
し
た
も
の
と
は
異
な
る
」
と

し
て
お
り
、
本
稿
は
野
口
論
文
に
多
く
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　

(

)

手
塚
昌
行
「
泉
鏡
花
と
森
田
思
軒
」
（
『
国
文
学
研
究
』
第
二
十
八
号
、
昭
和
三
十
八

年
九
月
）

　
　
　
　

(

)

村
松
定
孝
「
作
品
解
題
」
（
前
掲
）
に
は
「
主
人
公
八
田
の
行
動
の
悲
劇
が
職
務
と

私
情
の
相
克
矛
盾
か
ら
生
ず
る
も
の
」
と
あ
る
。
ま
た
そ
う
し
た
「
発
想
の
意
図
は
、

既
に
明
治
二
十
六
年
に
執
筆
し
た
「
他
人
の
妻
」
や
「
義
血
侠
血
」
に
も
共
通
し
て
お

り
、
翌
年
発
表
の
「
海
城
発
電
」
も
同
系
統
の
作
品
と
い
え
」
る
と
し
て
お
り
、
同
時

期
の
鏡
花
作
品
で
〈
職
掌
〉
の
問
題
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

(

)

「
夜
行
巡
査
」
に
つ
い
て
は
、
魯
庵
生
「
小
説
界
の
新
潮
流
（
殊
に
泉
鏡
花
を
評
す
）
」

（
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
八
年
九
月
十
三
日
）
に
「
『
哀
史
』
の
ジ
ャ
ー
ベ
ル
は
實
に

『
夜
行
巡
査
』
を
作
爲
せ
し
鏡
花
子
が
粉
本
な
り
」
と
あ
り
、
「
外
科
室
」
に
つ
い
て
は

八
面
楼
「
泉
鏡
花
作
『
外
科
室
』
」
（
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日
）

に
は
、
「
是
の
如
き
深
刻
な
る
恋
愛
は
泰
西
的
に
し
て
東
洋
的
に
あ
ら
ず
。
恐
ら
く
は

翻
案
乎
。
」
と
あ
る
。
「
外
科
室
」
に
つ
い
て
は
、
三
田
英
彬
『
泉
鏡
花
の
文
学
』
（
桜

楓
社

昭
和
五
十
一
年
九
月
）
に
「
森
田
思
軒
の
翻
訳
し
た
ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
作

「
ク
ラ
ウ
ド
」（
明

）
」
の
中
に
、
「
ク
ラ
ウ
ド
は
其
妻
の
剃
刀
を
取
出
し
て
己
の
胸
に

刺
し
た
る
が
、
刃
は
短
く
胸
は
深
け
れ
ば
死
す
る
ま
で
に
傷
つ
く
る
能
は
ず
、
遂
に
血

に
塗
れ
た
る
ま
ま
看
守
の
屍
の
上
に
累
り
伏
せ
り
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
影
響
的
触

発
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
」
と
の
解
説
が
あ
る
。

　
　
　
　

(

)

注

に
同
じ
。
但
し
野
口
は
高
峰
の
死
を
「
自
殺
」
と
断
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

(

)

泉
鏡
花
「
事
実
の
根
底
、
想
像
の
潤
色
―
「
事
実
と
想
像
」
」
（
『
新
潮
』
明
治
四
十

二
年
七
月
）

　
　
　
　

(

)

笠
原
伸
夫
「
『
高
野
聖
』
の
神
話
的
構
想
力
」
（
『
文
学
』
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
で

は
「
高
野
聖
」
の
「
語
り
の
な
か
に
別
の
語
り
が
嵌
め
込
ま
れ
、
そ
の
別
の
語
り
の
中

に
さ
ら
に
別
の
語
り
が
参
入
す
る
」
構
造
が
「
入
れ
子
型
構
造
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

「
外
科
室
」
で
は
、
貴
船
夫
人
や
高
峰
が
語
る
こ
と
は
な
い
が
、
あ
る
人
物
が
複
数
の

物
語
を
語
り
直
し
て
聞
か
せ
る
と
い
う
語
り
の
方
法
は
鏡
花
の
後
の
幻
想
的
な
小
説
に

し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
語
り
手
の
バ
イ
ア
ス
も
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
初
期
の
作

品
か
ら
そ
の
片
鱗
が
見
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
た

め
こ
こ
で
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
今
後
の
課
題
に
し
て
お
き
た
い
。

※
本
文
他
、
鏡
花
作
品
の
引
用
は
す
べ
て
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』
（
昭
和
四
十
八
年
一
月

～
昭
和
五
十
一
年
三
月
、
全
二
十
九
巻
）に
よ
る
。
ル
ビ
は
省
略
し
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。


